
 

私達の活動は、平成 25 年度の報告会において一度
報告しているため、今回は「パート 2」として 3 年
間の成果を報告することとしたい。

私達は、藻場を守るためには森川海の連携が必要
と考えており、その活動のうち、特に今回は他とは
異なる植樹活動を中心に報告する。

積丹町は町の総面積の 8 割を森林が締め、43km の
海岸線を持つ自然豊かな地域であり、積丹町の海
岸は海域公園にも指定されている。

透き通った海は「積丹ブルー」として有名である。
かつてはニシン漁の大漁場として栄え、ソーラン
節発祥の地でもある。

積丹町管内はホッケ、エビ、ウニが主な水揚げ魚種
であり、特にウニは北海道内でも有数の産地とな
っている。

近年は磯焼けに悩まされており、上記の原因が考
えている。そこで、コンブの森を再生するため、平
成 22 年に活動組織を発足させ、活動を開始した。



 

  

 

 

  

 

 

  

  

森では 1 ヘクタールの町有地で植樹活動を、川で
は余別川の上流でサクラマス発眼卵の埋設放流
を、海では 5ha のエリアで保全活動を実施した。

コンブの食害や種不足はウニの密度管理や母藻の
設置等により対応、栄養塩不足については、根本的
な対策として川や森の活動が重要と考えた。 

上記のとおり PDCA サイクルによって活動を行っ
た。勉強会等を行う回数が増えたことで、活動に対
する理解が増し、参加者も増えてきた。 

これまでに実施した具体的な発揮活動は上記のと
おりである。植樹活動は、他の地域とは異なる「生
態学的混播・混植法」（コンパ法）を採用した。

コンパ法は、原生林から集めた複数種の種子から
苗木を作り、混植して自然の遷移に任せて生長さ
せる方法である。 

コンパ法による植樹は、上記に示す町有地 1ha の
埋立地のうち、赤線で囲った未立木の場所0.3haで
実施した。



 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

工程の概略は、土壌の掘返し（直径 3m）、草、石、
土の順による埋戻し、砕石やチップによるマルチ
ング、10 種の苗木の植樹、樹高の記録である。 

播種の用土は、赤玉土小粒、同大粒、腐葉土を 3：
1：1 の割合とする。樹種によって方法は異なるが、
肥料は入れず、播種後は春まで野外に放置する。 

これまでに 24 種類の樹種を 70 本植樹し、植樹後
1 年から 2 年目の定着率は 76％、定着率が高く生
長が良いのは、ｹﾔﾏﾊﾝﾉｷ、ｽﾞﾐ、ﾔﾁﾀﾞﾓなどであった。

北海道ではエゾシカによる食害が増加していると
聞いており、私達の植樹も食害を受けているが、実
態が不明なため、今後の検討課題となっている。 

活動全体を通した今後の課題は上記のとおりであ
る。森の活動については、継続的にコンパ法を実施
し、範囲の拡大を図っていきたい。 

 


